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美濃市「森林経営管理制度」実施方針 

        令和 2年 9月 8日制定（第 1版） 

        令和 4年 8月 30日改定（第 2版） 

１．趣旨   

  美濃市森林経営管理制度実施方針は、美濃市（以下「市」という。）に存する森林につ

いて、森林管理が円滑に行われるよう市が森林経営管理法に基づく措置、その他必要な措

置を講ずるための方針を示すものである。  

  

２．森林経営管理制度の実施方針 

 

（１）市の森林の現況と課題 

 

①本市は日本の中央に位置し、清流長良川や緑濃い山々など美しい自然環境に恵まれた市

である。本市の森林面積９，２３５ｈaは、市の総面積の約８割を占め、ヒノキを主体と

した人工林が面積４，４９７ｈa（51％）、広葉樹を主体とした天然林が面積４，２９３ｈ

a（49％）となっている。かつて里山として地域で利用されてきたが、現在ではほとんど

利用されておらず、近年ではイノシシやシカなどの有害鳥獣による農林業被害が目立って

いる。また、瓢ヶ岳を最高峰とする山岳地帯をはじめ、既して急峻な地形のため森林施業

の妨げとなっている。さらに経営面積５ｈa未満の小規模林業家が全体の８７％をしめて

おり、人工林が全域に点在しているのが現状である。この人工林も木材利用の減少及び森

林所有者の高齢化や後継者の不足などで森林経営意欲の減退を招き、放置人工林が増加し

ている。こうしたことから、森林が持つ多面的機能が低下しているため、生活環境の悪化

の防止と景観の保全が急務である。本市ではこれらを踏まえ、森林施業の集約化と間伐な

ど森林整備を進めていくなかで多面的な機能を発揮できる森林にしていくことが課題とな

っている。   

区    分 面    積 備    考 

総土地面積   １１，７０５ ｈａ     

森林面積     ９，２３５ ｈａ   森林率：７９％ 

国有林面積   ３４３ ｈａ     

民有林面積  ８，８９２ ｈａ     

  対象内民有林   ８，８８５ ｈａ     

          

          

    うち人工林面積 ４，４９７ ｈａ   民有林の人工林率：５１％ 

    天然林面積 ４，２９３ ｈａ     

    その他面積 ９５ ｈａ     

  対象外民有林   ７ ｈａ     

＜美濃市森林整備計画変更計画書（令和 2 年 3 月 31日）より＞ 
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②県試算の経営管理意向調査対象森林（民有人工林、１０年以上施業なし）は、１６８

２．８２ｈａと試算され、市内の全域に分散して分布している。 

 

③市内の１７２の林班のうち「森林の管理委託を受けた事業者等」による「森林経営計

画」の作成履歴がある林班が４４林班あり、うち２５林班が計画存続中（令和２年３月末

現在）である。（※別紙 1） 

 

④市は、令和元年度より林地台帳の整備を進めているが、本格的な運用には林地台帳及び

林地台帳地図の精度向上が急務となっている。 

 

⑤市は、平成 30年度より地籍調査事業に着手したが、山林の地籍調査をどのように進め

るかが課題となっている。過去に境界明確化事業が実施されている地域もあるが地籍調査

事業には結びついていない。 

 

⑥平成 30年の 21号台風をはじめとする近年の大型台風や集中豪雨により、人工林の風倒

木被害や道路沿いの風倒木による電線切断による停電、林道の陥没等の被害が多発傾向に

あり対策が必要となっている。 

 

（２）森林経営管理制度の基本的な考え方  

①市では、森林の状況を把握し、対象森林の抽出、優先順位を決定し、計画的に意向調査

を実施する。 

 

②市では、林業経営の可能な森林については、「森林所有者」又は「森林の経営の委託を

受けた者」による「森林経営計画」制度を活用した経営管理の実施を支援・仲介する。 

 

③市では、森林が有する防災減災の機能が求められる森林について、森林所有者による施

業が困難な森林については「森林経営管理制度」ならびに「森林環境譲与税活用事業」等

の適切な運用を通じて整備を進める。  

 

④市では、経営管理意向調査と並行して、森林の適切な経営管理に欠かせない所有境界の

明確化や所有者の探索について、境界明確化事業や山村境界基本調査（効率的手法導入推

進基本調査）等の実施を進める。また、その成果を活用することで山林の地籍調査事業の

進捗をはかり、将来の森林管理の基盤となる所有者情報の整備に努める。 
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（３）森林経営管理制度の実施の流れ 

 

市では、森林経営管理制度の実施にあたり、美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図

（別添資料）に基づき整備を実施する。 

 

①森林経営管理制度の実施にあたり、「未整備人工林整備」ならびに「防災・減災対策整

備」を実施する。 

※【資料 1-1】美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図（全体図） 

 

②「未整備人工林整備」のうち、「森林経営計画」が策定可能な林班については、経営管

理意向調査を実施し、事業者による「森林経営計画」による整備を仲介・支援する。 

※【資料 1-2】美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図（A) 

 

③「未整備人工林整備」のうち、「森林経営計画」が策定困難な林班については、環境保

全林整備事業（県森林環境税）や森林環境譲与税活用事業等を活用した整備を実施する。 

※【資料 1-3】美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図（B) 

 

④「防災・減災対策整備」のうち、風倒木等の災害防止・被災地整備については、自治会

等の地域から要望のある箇所について調査し、優先順位をつけ森林環境譲与税活用事業等

により整備を実施する。 

※【資料 1-4】美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図（C) 

 

⑤「防災・減災対策整備」のうち、土砂災害等危険地域に指定された森林の整備について

は、森林整備による防災対策の判断のための資料を作成し、土砂災害の発生を未然に防ぐ

ための森林整備事業を実施する。 

※【資料 1-5】美濃市「森林経営管理制度」実施フロー図（D) 

 

⑥整備事業の実施にあたっては、②④の実施を先行して実施する。 

 

３．経営管理意向調査の実施方針 

「未整備人工林整備」のうち、森林経営計画が策定可能な林班について、優先順位に基づ

き経営管理意向調査を実施する。 

（１）意向調査対象森林の考え方  

  ア. 経営森林として除外する森林（林班） 

  ①現在、「森林経営計画」が存続している森林（林班） 

    

  ②国有林・公有林（市有林）  

     公有林のうち財産区有林に関しては、実際の管理者が地域の住民（代表者）である 
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  場合は、森林経営管理制度の対象森林とすることができる。 

  

  ③分収造林契約等の管理契約が締結されている森林 

  （官行造林、岐阜県森林公社、森林総合研究所林地整備センター等） 

 

イ.意向調査対象森林の絞り込み 

  ①民有人工林で 10年以上施業履歴のない森林を抽出する。（県試算 1682.82ha） 

  

 ②上記森林のうち、経営森林として除外する森林（林班）を除外する。 

 

 ③森林の現況等の条件から、意向調査の必要性を認めないと判断される森林について 

 は、関係会議で協議して対象森林から除外することができる。 

  

 ④意向調査対象森林と同時に整備することが望ましい周辺の森林を加えて経営管理意向 

 調査をすることができる。 

  

 ⑤防災上、整備が必要と思われる森林については、上記の抽出条件によらず経営管理意 

 向調査をすることができる。 

 

（２）意向調査の対象森林の試算面積 

   

  令和元年度の県試算の対象森林 （1682.82ha）のうち、現在森林経営計画が樹立されて

いる２５の林班に含まれる森林（178.4ha）を除いた 1504.42haを、当初の意向調査の対

象森林の基本とする。（森林簿記載データと森林の現況に錯誤がある場合は適宜修正を行う。※面積は

令和元年度の県の試算面積及び森林簿データによる。）    

  

（３）意向調査の方法、スケジュール等  

 

 ①意向調査は、原則として林班を単位として行う。  

   

 ②意向調査は令和２年度から開始する。  

   

  ③意向調査は、初年度はモデル地区を選定して実施し、優先度の高い地区、境界明確化 

 の進んでいる地区から計画的に進めることとし、その計画は【別添資料 2】のとおりと

する。  

   

  ④調査方法は郵送を基本とするが、在村者にあっては地区の状況によって個別対応（個 
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 別訪問、地区説明等）を検討する。  

   

  ⑤意向調査の回収は郵送を基本とするが、在村者にあっては直接回収を検討する。  

 

 ⑥回答があったものを優先し、宛所不明で未送達や未回答については、意向調査を一旦 

 終了し、今後の対応を検討する。 

 

 ⑦抽出結果によらず、防災減災機能の向上が必要と判断した場合にはその区域を随時追 

 加する。 

 

４ 意向確認後の森林経営管理の実施方針  

 

①対象森林は、市による主体的な整備を進めることを基本とするが、対象森林及び周辺の

森林を取り込むことで「森林所有者」又は「森林の経営の委託を受けた者」による「森林

経営計画」の策定を通じて経営管理が実施できると判断した場合は、市は経営管理権の設

定は行わず「森林所有者」又は「森林の経営の委託を受けた者」に対し「森林経営計画」

の策定もしくは既存の「森林経営計画」に取り込むことにより経営管理を行うことを支

援・仲介する。 

 

②市が「森林経営計画」の策定を支援・仲介する事業者は、その年度において市内に「森

林経営計画」を樹立している事業者の中から一般公募し選定する。 

  

③「森林経営計画」策定による整備を実施する林班について、防災・減災上整備が必要な

箇所で、森林環境保全直接支援事業等の適用が困難な箇所については、市町村森林経営管

理事業のほか森林環境譲与税活用事業等の適切な運用によって整備を実施することができ

る。 

 

④短伐期施業による林業経営に適さない人工林は、長伐期施業や非皆伐方式による長期管

理および針広混交林化などの環境林への誘導のための施業を行う。 

 

⑤機能向上の観点から更新が必要な森林については小規模皆伐（1ha未満）又は択伐によ

る更新を基本とし、成林するまでの造林・保育を行うこととする。 

 

⑥市が森林経営管理権を設定する場合は、登記情報を確認し、必要に応じて森林境界明確

化事業等を実施し、所有境界を明確化した上で整備事業を進めることを基本とする。 
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 ５.森林経営管理制度の実施コスト及び予算 

 

①市が森林経営管理制度を実施するための経費（意向調査、森林経営計画策定の仲介、森

林経営管理権の設定、市町村経営管理事業、市民への制度周知などに要する経費、所有者

の特定及び所有境界の明確化と林地台帳の精度向上に係る経費等）は、森林環境譲与税を

その財源とし、財源の許す範囲での実施をする。 

  

②森林環境譲与税は、年度ごとに事業費残金を美濃市森林環境譲与税基金に積み立て、森

林経営管理制度の実施にあたり、必要に応じて基金を取り崩し、事業費にあてる。  

 

③美濃市森林環境譲与税基金は、森林経営管理制度にかかる森林整備、及びその促進のた

めの事業経費に充てる。 

  

（参考）森林環境譲与税（R.4.2県試算額） 

美濃市 R1年度 R２年度 R3年度 R４~５年度 R６年度以降 

譲与税額（百万円） 8.46 17.98 17.81 25.68 31.45 

   ※当初 5 か年（R1～R5 年度）の森林環境譲与税積算額： 9,561 万円 

 

６.その他特記事項  

 

・この実施方針は、社会情勢や森林・林業を取り巻く制度の変化等により随時見直しを行

う。見直しにあっては、「美濃市森の環境づくり推進員会 森林経営管理制度検討部会」

ならびに林業普及指導員や地域林業関係者の意見を聞きながら進める。  

・意向調査や現地調査の結果は、林地台帳及び森林簿に反映することとし、林地台帳及び

森林簿の精度向上に努める。  

・一連の業務は現在の職員体制で開始するが、今後の市の執行体制を考慮し必要に応じて

職員の雇用、業務の外部委託等を検討する。また、周辺の市町村と連携し情報の共有を行

うことを妨げない。 

・地籍調査事業ならびに所有者の探索等は、市役所内の部署間連携により情報の共有を行

うことで効率的な事業実施に努める。 
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【添付資料2】意向調査の実施順位

２．意向調査の実施実施順位(令和2年~令和20年） ※令和5年5月現在

実施年度 大字

令和２年度 蕨生 50

令和３年度 神洞 84 85 86

令和４年度 - -

令和５年度 片知 67

令和６年度 小倉 25

令和７年度 小倉 26

令和８年度 乙狩 36

令和９年度 乙狩 35

令和10年度 乙狩 34

令和11年度 乙狩 33

令和12年度 上河和 103

令和1３年度 上河和 108

令和14年度 上河和 109

令和15年度 上河和 110

令和16年度 上河和 111

令和17年度 上河和 112

令和18年度 上河和 113

令和19年度 上河和 116

令和20年度 上河和 117

３．モデル林班終了後の実施順位

モデル林班終了後は、別表の意向調査優先順位づけ資料を基に対象林班を決定する。

（優先順）　１．意向調査優先林班（A)⇒２．意向調査予備林班（E)

※意向調査優先林班の実施地区の順位付けについては「順位付け資料」等を基に、美濃

市森林経営管理制度検討部会で協議して決定する。

※経営計画終了林班（B)、経営計画期間内林班（C)については、経営計画終了後の当該

林班の林況に応じて意向調査を実施する。

１．意向調査の実施順位の考え方

（１）意向調査に関するノウハウの蓄積と市民への理解を得るため、先行して意向調査を実

施・実証するためにモデル林班を設定する。

（モデル林班）

　　①蕨生（50林班）⇒②神洞（84・85・86林班）⇒③片知（67林班）

（２）モデル林班終了後は、「意向調査対象森林の抽出及び優先順位付け業務」（令和3年度

委託業務）の成果品を基に、森林経営管理制度の進捗状況の応じて意向調査の対象林班を随時

追加して実施する。

備考

モデル林班

林班

モデル林班

（進捗調整）

モデル林班

　各年度の意向調査

の対象林班は、森林

経営管理制度の進捗

状況及び森林整備の

担い手等の人的要因

等により変更・調整

することがありま

す。
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林班 大字 木材搬出可 グループ グループ内優先順位 抽出理由

50 蕨生 〇 1

67 片知 〇 3

84 神洞 〇

85 神洞 〇

86 神洞 〇

25 小倉 〇 1

26 小倉 〇 2

33 乙狩 〇 2

34 乙狩 〇 1

35 乙狩 〇 3

36 乙狩 〇 4

103 上河和 〇 A3 1 施業履歴はないが木材搬出が容易に行えるため

108 上河和 〇 1

109 上河和 〇 2

110 上河和 〇 3

111 上河和 〇 4

112 上河和 〇 5

113 上河和 〇 6

116 下河和 〇 1

117 下河和 〇 2

120 下河和 〇 1

121 下河和 × 3

122 下河和 〇 4

123 上河和 〇 5

124 上河和 〇 7

125 上河和 〇 8

126 上河和 × 6

127 - × 9

128 保木脇 × 10

129 保木脇 〇 2

130 保木脇 〇 1

131 保木脇 × 4

132 保木脇 〇 5

133 保木脇 × 3

134 保木脇 〇 2

135 保木脇 〇 1

136 保木脇 〇 3

137 保木脇 〇 4

138 保木脇 〇 5

139 保木脇 × 6

140 保木脇 〇 2

159 松森 〇 A9 1
施業履歴があり作業道も開設されているため容易に木

材搬出が行える

169 前野 〇 2

170 安毛 〇 1

人工林率は少ないが林道に沿って人工林があるため木

材搬出が容易であることと林道沿いの人工林に未整備

森林が目立つ

A7
人工林率は少ないが林道に沿って人工林があるため木

材搬出が容易であることと林道沿いの人工林に未整備

森林が目立つ

A8
人工林率は少ないが林道に沿って人工林があるため木

材搬出が容易であることと林道沿いの人工林に未整備

森林が目立つ

A10
林道沿いの搬出が容易であり未整備しんりんが目立つ

ため

意

向

調

査

優

先

林

班

A1
８年前に１度施業しており作業道も開設してあることか

ら容易に木材搬出を行うことが出来る

A2
人工林がまとまっているため集約を進めれば広範囲で

施業を行える

A4
人工林率は少ないが林道に沿って人工林があるため木

材搬出が容易である

A5 市道に沿って人工林があるため木材搬出が容易である

A6

【別表】意向調査優先順位づけ資料①

意

向

調

査

モ

デ

ル

林

班

D
集落から近い林班で過去の施業の履歴があり、所有者

の理解を得やすいと思われる林班をモデル林班として

抽出2
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林班 木材搬出可 グループ グループ内優先順位 抽出理由

14 〇 10

24 〇 6

28 〇 12

41 〇 2

42 〇

43 〇

47 〇

48 〇

49 〇

52 〇 13

59 〇

60 〇

61 〇

80 〇 9

100 〇

101 〇

102 ×

104 ×

105 〇

114 〇

115 〇

146 〇

147 〇

7 〇

8 〇

10 〇

16 〇

17 〇

18 〇

22 〇 8

23 〇 2

44 〇

45 〇

46 〇

55 〇 4

64 〇 11

83 〇 9

96 〇

97 〇

166 〇 7

171 〇 10

11

経

営

計

画

期

間

内

林

班

C

5

1

3

6

8

4

5

経

営

計

画

終

了

林

班

B

1

3

7
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林班 木材搬出可 グループ グループ内優先順位 抽出理由

2 〇 12

4 〇 13

5 〇 14

6 〇 11

12 〇 16

15 〇 19

19 〇

20 〇

21 〇

27 〇 4

40 〇 10

62 〇

63 〇

65 〇

66 〇

77 〇

78 〇

79 〇 2

88 〇

89 〇

142 〇 18

148 〇 7

151 〇 5

162 〇 6

167 〇 9

意

向

調

査

予

備

林

班

E

8

1

3

17
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林班 木材搬出可 グループ グループ内優先順位 抽出理由

1 ×

3 ×

9 ×

11 ×

13 ×

29 ×

30 ×

31 ×

32 ×

37 ×

38 ×

39 ×

51 ×

53 ×

54 ×

56 ×

57 ×

58 ×

68 ×

69 ×

70 ×

71 ×

72 ×

73 ×

74 ×

75 ×

76 ×

81 ×

82 ×

87 ×

90 ×

91 ×

92 ×

93 ×

94 ×

95 ×

98 ×

99 ×

106 ×

107 ×

118 ×

119 ×

106 ×

143 ×

144 ×

145 ×

149 ×

150 ×

152 ×

153 ×

154 ×

155 ×

156 ×

157 ×

158 ×

160 ×

161 ×

163 ×

164 ×

165 ×

168 ×

除

外

林

班



~ 17 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単1→5難

林班 木材搬出可 人工林面積 人工林率 対象面積 配置計画 搬出難易度 計画名 経営計画期間中 経営計画履歴有 間伐履歴 間伐面積(組合） グループ グループ内優先順位

1 × 対象外

2 〇 11.09 46% 5.28 環境保全林 3 2018・2017 E 12

3 × 対象外

4 〇 24.31 39% 10.85 環境保全林 3 E 13

5 〇 23.92 33% 5.96 環境保全林 3 2019 E 14

6 〇 43.64 47% 10.59 環境保全林 3 E 11

7 〇 1.05 木材生産林 1 美濃市16 24年10月終了 19年10月終了 2015

8 〇 10.48 環境保全林 1 美濃市16 24年10月終了

10 〇 7.97 木材生産林 1 美濃市16 24年10月終了 19年10月終了 2019・2012

9 × 対象外

11 × 対象外

12 〇 18.58 26% 10.71 環境保全林 4 E 16

13 × 対象外

14 〇 27.36 44% 2.25 木材生産林 3 20年10月終了 2016・2015 21.63 B 10

15 〇 3.07 16% 3.14 環境保全林 4 E 19

16 〇 13.62 環境保全林 1 美濃市12 22年11月終了 2019・2012

17 〇 5.78 木材生産林 1 美濃市12 22年11月終了 2019・2012

18 〇 1.89 木材生産林 1 美濃市12 22年11月終了 2019・2018

19 〇 4.75 環境保全林 3

20 〇 1.61 環境保全林 3 2016

21 〇 5.79 環境保全林 3 2016

22 〇 21.26 57% 1.00 環境保全林 1 R4樹立 R4樹立 18年2月終了 2016・2015 C 8

23 〇 36.44 56% 2.65 木材生産林 1 美濃市6 23年5月終了 18年2月終了 2018・2017・2013 C 2

24 〇 32.43 49% 7.09 環境保全林 3 18年2月終了 2015・2013 22.34 B 6

25 〇 19.67 環境保全林 2 2014 1

26 〇 13.32 環境保全林 2 2

27 〇 45.31 68% 26.24 環境保全林 5 2012 E 4

28 〇 45.71 75% 5.11 環境保全林 3 21年10月終了 2021・2016・2015 25.53 B 12

29 × 対象外

30 × 対象外

31 × 対象外

32 × 対象外

33 〇 15.75 木材生産林 2 2014 2

34 〇 16.45 環境保全林 2 2016 1

35 〇 12.56 環境保全林 2 3

36 〇 34.67 環境保全林 2 4

37 × 対象外

38 × 対象外

39 × 対象外

40 〇 52.24 50% 7.58 木材生産林 3 2018・2017 E 10

41 〇 52.24 50% 3.11 環境保全林 3 18年2月終了 2015・2013 4.83 B 2

42 〇 5.50 環境保全林 4 18年2月終了 2014・2013 39.89

43 〇 4.62 環境保全林 4 18年2月終了 2016・2015・2014 17.2

44 〇 6.06 木材生産林 1 美濃市15 23年11月終了 18年2月終了 2018・2014・2013・2012

45 〇 31.11 木材生産林 1 美濃市15 23年11月終了 2018・2012

46 〇 3.20 環境保全林 1 美濃市15 23年11月終了 18年2月終了 2014・2013

47 〇 11.47 環境保全林 3 18年2月終了 2014 4.7

48 〇 4.49 環境保全林 3 18年2月終了 2014 2.1

49 〇 14.49 環境保全林 3 18年2月終了 2016・2014 12.29

50 〇 29.8 73% 19.75 環境保全林 2 R2意向調査 D
51 × 対象外

52 〇 39.07 76% 3.21 木材生産林 3 22年3月終了 2017 31.45 B 13

53 × 対象外

54 × 対象外

55 〇 27.86 62% 8.41 環境保全林 1 美濃市14 24年2月終了 C 4

56 × 対象外

57 × 対象外

58 × 対象外

59 〇 10.49 木材生産林 4 19年2月終了 0

60 〇 11.06 木材生産林 4 19年2月終了 2012 10.07

61 〇 2.73 木材生産林 4 19年2月終了 2014・2012 48.38

62 〇 0.00 環境保全林 4 2016・2012

63 〇 0.00 環境保全林 4

64 〇 0.00 木材生産林 4 2013・2012

65 〇 0.53 木材生産林 4 2019・2016

66 〇 5.42 環境保全林 4

67 〇 20.29 35% 16.84 環境保全林 3 R4意向調査 D
68 × 対象外

69 × 対象外

70 × 対象外

71 × 対象外

72 × 対象外

73 × 対象外

74 × 対象外

75 × 対象外

76 × 対象外

77 〇 39.28 環境保全林 3 2018

78 〇 15.45 環境保全林 3

79 〇 56.85 71% 4.92 木材生産林 3 2017・2016 E 2

80 〇 38.64 77% 10.35 木材生産林 3 20年10月終了 2019・2017 28.09 B 9

81 × 対象外

82 × 対象外

83 〇 31.04 58% 7.88 環境保全林 3 令和4年樹立 令和4年樹立 18年2月終了 2013 C 9

84 〇 12.46 環境保全林 2 R3意向調査

85 〇 20.10 環境保全林 2 R3意向調査 2012

86 〇 21.19 環境保全林 4 R3意向調査 2012

87 × 対象外

88 〇 8.28 環境保全林 4

89 〇 8.92 環境保全林 4

90 × 対象外

【別表】意向調査優先順位づけ資料②

17.73 24% E 17

86.38 69% E 3

98.15 67% D

223.4 88% B 7

339.34 75% E 1

112.11 50% B 3

199.4 65% A

71.55 71% B 1

132.6 77% C 3

75.36 59% E 8

61.43 55% A

125.61 52% C 5

79.91 58% C 1
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91 × 対象外

92 × 対象外

93 × 対象外

94 × 対象外

95 × 対象外

96 〇 3.55 環境保全林 1 美濃市17 24年11月終了

97 〇 9.21 環境保全林 1 美濃市17 24年11月終了

98 × 対象外

99 × 対象外

100 〇 7.84 木材生産林 3 20年10月終了 2018・2015 10.58

101 〇 3.51 環境保全林 3 20年10月終了 0

102 × 0.81 環境保全林 20年10月終了 0

103 〇 15.52 53% 12.61 環境保全林 2 A 1

104 × 4.15 環境保全林 18年2月終了 0

105 〇 0.68 環境保全林 4 18年2月終了 2014・2013 5.58

106 × 対象外

107 × 対象外

108 〇 3.96 環境保全林 2 2015 1

109 〇 7.57 環境保全林 2 2015 2

110 〇 5.17 環境保全林 2 2015 3

111 〇 6.23 環境保全林 2 4

112 〇 1.73 環境保全林 2 18年2月終了 5

113 〇 4.47 環境保全林 2 6

114 〇 2.38 環境保全林 3 18年2月終了 2013 2.76

115 〇 6.47 環境保全林 3 18年2月終了 2014 23.24

116 〇 11.04 環境保全林 2 2018 1

117 〇 3.37 環境保全林 2 2018 2

118 × 対象外

119 × 対象外

120 〇 9.23 環境保全林 2 2018・2016 1

121 × 7.35 環境保全林 3

122 〇 5.76 環境保全林 2 2016 4

123 〇 9.97 環境保全林 2 5

124 〇 12.43 環境保全林 2 2015 7

125 〇 3.46 環境保全林 2 2016・2015 8

126 〇 2.19 環境保全林 2 2016・2015 6

127 〇 4.08 環境保全林 2 9

128 〇 4.04 環境保全林 2 2016・2015 10

129 〇 9.97 環境保全林 5 2016 2

130 〇 4.86 環境保全林 2 1

131 × 2.18 環境保全林 4

132 〇 3.69 環境保全林 2 2019 5

133 × 8.26 環境保全林 3

134 〇 4.13 環境保全林 2 2019 2

135 〇 4.30 環境保全林 2 1

136 〇 4.45 環境保全林 2 2014 3

137 〇 5.17 環境保全林 2 2014 4

138 〇 3.58 環境保全林 2 2014 5

139 × 10.59 環境保全林 2014・2012 6

140 〇 3.15 環境保全林 2 2

106 × 対象外

142 〇 7.22 21% 4.76 環境保全林 4 E 18

143 × 対象外

144 × 対象外

145 × 対象外

146 〇 4.68 木材生産林 4 20年11月終了 2016・2011 0.99

147 〇 1.11 木材生産林 3 20年11月終了 2016・2015 12.94

148 〇 18.63 60% 1.16 環境保全林 4 E 7

149 × 対象外

150 × 対象外

151 〇 59.79 62% 7.34 環境保全林 4 2016・2015・2014 E 5

152 × 対象外

153 × 対象外

154 × 対象外

155 × 対象外

156 × 対象外

157 × 対象外

158 × 対象外

159 〇 9.22 14% 4.81 環境保全林 2 A 1

160 × 対象外

161 × 対象外

162 〇 37.58 61% 16.17 木材生産林 3 E 6

163 × 対象外

164 × 対象外

165 × 対象外

166 〇 10.55 29% 7.75 環境保全林 1 美濃市18 25年11月終了 2012 C 7

167 〇 30.89 51% 12.32 木材生産林 4 E 9

168 × 対象外

169 〇 7.96 環境保全林 2 2

170 〇 29.10 環境保全林 2 1

171 〇 77.64 91% 31.85 木材生産林 1 杣の杜 2019・2018・2017・2015 C 10

59.57 54% B 11

5

23.39 54% A

134.47 36% A

70.22 34% A

37.81

81.48 50% A

44.82 27% A

61.4 32% A

44% B

47.74 39% B 8

19.83 32% B 4

25.76 27% C 6
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【資料 3】意向調査対象林班 優先順位付け 位置図 

 

 


